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１．土地区画整理事業の概要
～位置～

土地区画整理事業面積約４２．３ｈａ

飯山満駅

東海神駅

船橋駅

東葉高速線

１．土地区画整理事業の概要
～海老川上流地区の位置づけ～

船橋市都市計画マスタープラン改訂版（平成24年3月）

新しいまちづくりのモデルとなる市街地の整備

平成28年度市政執行方針

医療・福祉機能をまちの中核に

（メディカルタウン構想）
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１．土地区画整理事業の概要
～現状と課題～

休耕地・耕作放棄地の増加
小規模な宅地開発等の増加
墓地の造成

用途が混在した土地利用が
進むおそれがある

１．土地区画整理事業の概要
～医療センターの現状と対策～

設備の老朽化、施設の狭隘化

市民の命を守る医療体制の強化

土地区画整理事業区域内への移転を検討

医療技術の進化、高度医療化
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１．土地区画整理事業の概要
～都市計画の経緯～

 都市計画法に基づき、以下の都市計画を決定、変更
・都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
・区域区分
・用途地域
・土地区画整理事業
・下水道

年月日 内容

令和2年11月21日 都市計画決定に係る説明会

令和2年12月11日～25日 都市計画の案の概要の公告・縦覧

令和3年7月2日～16日 都市計画の案の公告・縦覧

令和3年9月15日 市都市計画審議会

令和4年1月18日 県都市計画審議会

令和4年3月4日 都市計画決定

１．土地区画整理事業の概要
～土地区画整理事業の経緯～

 土地区画整理法に基づき、土地区画整理組合の設立を認可

年⽉⽇ 内容

平成30年3月
海老川上流地区土地区画整理組合
設立準備会結成

令和3年9月16日 組合設立認可申請

令和3年10月1日～15日 事業計画の縦覧

令和4年3月4日
海老川上流地区土地区画整理組合
設立認可

4



１．土地区画整理事業の概要
～土地利用計画図～

8

医療センター予定地

新駅予定地

１．土地区画整理事業の概要
～雨水対策～

土地区画整理事業区域内に降った雨水

・雨水管等を通じて区域内に設置する調整池に貯留
・河川へ流す際は流出量を抑制

下流への負担が増すことがないよう計画
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１．土地区画整理事業の概要
～雨水対策～

 土地区画整理事業で整備
する調整池

・地形等を考慮し６つの
集水区域に分割

・集水面積に応じた貯留量
の調整池を整備

１．土地区画整理事業の概要
～雨水対策～

 調整池の仕組み

・雨水管で雨水を集水
・調整池に一時的に貯留
・雨水の河川への流出量を
抑制
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１．土地区画整理事業の概要
～雨水対策～

 調整池１集水区域断面図（イメージ）

２．検証経緯

 海老川上流地区を市街化区域に編入することにつ
いて附帯意見を付して可決
（令和４年１月１８日県都市計画審議会）

 附帯意見
「土地区画整理事業による海老川流域の治水への
影響に関する検討を続け、住民に対しご理解いた
だけるよう、丁寧に説明を重ねること」

水防法に基づき指定されている海老川水系の洪水浸
水想定区域に対して今回の土地区画整理事業がどの
ような影響を与えるのかについて検討
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３．洪水浸水想定区域とは

海老川は水防法に基づき、千葉県が管理して
いる河川で洪水により相当な損害を生じるお
それがあるものとして指定した河川

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保
水災による被害の軽減を図る

３．洪水浸水想定区域とは
～想定最大規模の降雨～

想定し得る最大規模の降雨（年超過確率
1/1,000の降雨量を上回る降雨（いわゆる
１０００年に１度降るような降雨））に基づく
浸水シミュレーションを実施。

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）Ｈ２７．７」を参考

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保
水災による被害の軽減を図る
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３．洪水浸水想定区域とは
～適切な避難行動の備え～

作成主体 千葉県
指定年月日 令和元年12月23日

船橋駅北口
ロータリー
1.09ｍ程度

消防局
1.93ｍ程度

市場付近
交差点
1.84ｍ程度
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３．洪水浸水想定区域とは
～計画規模の降雨～

企業等が洪水によるリスクを適切に把握
発生確率に応じた適切な対応の検討を支援

中高頻度の降雨規模（年超過確率1/50
（いわゆる５０年に１度降るような降雨））
に基づく浸水シミュレーションを実施。

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）Ｈ２７．７」を参考

３．洪水浸水想定区域とは
～計画規模の降雨～

作成主体 千葉県
公表年月日 令和元年12月23日
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４．検証の解析条件
～対象河川～

飯山満川

海老川

長津川

４．検証の解析条件
～降雨規模～

想定し得る最大規模
海老川流域の９時間総雨量５１６ｍｍ

計画規模
海老川流域の９時間総雨量２２１ｍｍ

基本的な解析条件は千葉県が実施したシミュ
レーションと同じ。
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４．検証の解析条件
～解析の方法～

鳥取県鳥取県土整備事務所
「勝部川洪水浸水想定区域図 概要説明資料」を編集

４．検証の解析条件
～シミュレーションの実施～

 千葉県から実情を反映させたシミュレーションで説明
を行ったほうが丁寧な説明になるとの提案

 海老川調節池の暫定掘削及び海老川下流部の河床掘削
の条件を反映させたシミュレーションを実施

次回の説明会でシミュレーション結果について説明
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